
甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 土山町の

鎮守の森

●第14回●
パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

　土山地域には、古くか
らの神社がいくつもあり、
神社の周囲には鎮守の森
（杜）があります。森は、
神様の住む場所として、
永い間にわたり、木が切
られず保護されたため、

神木といわれる様な巨樹・巨木が見られます。
　スギやスダジイ、ケヤキなどの巨木には、折
れた幹や枝の跡などに、大小の穴が空いて、
動物たちの貴重な「すみか」となります。
小型のフクロウ「アオバズク」は、青葉の
季節に南国から飛んで来て、巨木の洞で子
育てをします。近年は、洞の空くような巨木
が少なくなり、餌の昆虫も減って、各地から姿
を消しましたが、土山地域の神社では、ホー、ホーと
少しユーモラスな声が聞かれます。大切に見守りたい野鳥です。
　また、神社の森では、土地が大きく削られる等の変化が少な
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いため、環境変化を避けて移動できない、森
林性のカタツムリが健在です。クチベニマイ
マイ、ナミマイマイなどが見られます。
　鎮守の森は、小さい面積であっても、そ
の土地本来の森林の姿が残る、貴重なスポ
ットなのです。
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